
水 と 森 ・ 歴 史 と 文 化 に 息 づ く 利 根 川 源 流 の ま ち  み な か み

No.109

平成26年11月1日発行

広報

みなかみ
Public Information MINAKAMI 2014

11月



2広報みなかみ／2014.11

特 集

９
月
28
日
、
月
夜
野
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
、

第
９
回
み
な
か
み
町
民
体
育
祭
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
６
種
目
だ
っ
た
地
区
対
抗
得
点
競
技
に
、
今
年
度
あ
ら
た
に

タ
ガ
回
し
リ
レ
ー
と
ボ
ー
ル
運
び
リ
レ
ー
を
参
加
点
競
技
と
し
て
加
え

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

地
区
対
抗
競
技
の
ほ
か
に
も
、
ホ
ッ
ケ
ー
ド
リ
ブ
ル
や
パ
ン
食
い
競
争
、

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
対
抗
競
技
、
婦
人
会
に
よ
る
民
謡
踊
り
な
ど
が
行
わ
れ
、

参
加
者
は
元
気
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

第
９
回
み
な
か
み
町
民
体
育
祭

北
部
地
区
が
総
合
２
連
覇
！

第9回みなかみ町民体育祭地区対抗競技得点表
種　目 北　部 月夜野 水　上 新　巻 下　牧 名胡桃 南　部 後　閑 須　川 猿ヶ京

タガ回しリレー（参加点） 5 5 5 5 5 5 5 5 － 5

大玉転がし
女子 5 3 5 1 2 4 3 4 1 2

男子 5 4 2 1 4 5 3 3 1 2

二人三脚 4 4 2 2 3 5 1 1 5 3

ボール運びリレー（参加点） 6 6 6 6 6 6 6 6 － －

玉入れ 9 10 1 8 2 4.5 4.5 3 7 6

ベテラン玉入れ 3 9 1 7 6 5 4 8 10 2

障害物リレー
10～20代 5 2 5 4 1 2 3 1 3 4

30代以上 2 1 4 5 3 1 2 3 4 5

綱引き 4 2 � 2 8 2 6 2 2 2

合計得点 48 46 41 41 40 39.5 37.5 36 33 31

総合順位 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
※水上地区と新巻地区が41点で同点だったが、大会規定により1位獲得種目(■)の多い水上地区を上位とした。
※玉入れ競技において、名胡桃地区と南部地区が同数で一度に入れた数も同じだったため、同着6位として得点を案分(○)した。

▲総勢約2640人が参加して開催された町民体育祭の様子。
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町
内
小
学
校・幼
稚
園・保
育
園・こ
ど
も
園
の

秋
の
大
運
動
会
！

特 集 第9回みなかみ町民体育祭 北部地区が総合2連覇！
町内小学校・幼稚園・保育園・こども園の 秋の大運動会！

９
月
12
日
か
ら
27
日
に
か
け
て
、

町
内
の
各
小
中
学
校
及
び
幼
稚
園
、
保
育
園
、
こ
ど
も
園
の

秋
の
大
運
動
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

先
月
号
に
続
き
各
運
動
会
の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
は
練
習
の
成
果
を
保
護
者
の
皆
さ
ん
に

披
露
し
よ
う
と
一
生
懸
命
頑
張
り
ま
し
た
。

【にいはるこども園運動会】

【
桃
野
小
学
校
運
動
会
】

【
古
馬
牧
小
学
校
運
動
会
】

【 

月
夜
野
幼
稚
園
・
下
牧
分
園
・

　
　
　北
幼
稚
園
合
同
運
動
会
】

【
月
夜
野
保
育
園
運
動
会
】

【
水
上
わ
か
く
り
こ
ど
も
園

　
　
　
　
　
　
　
　運
動
会
】

【
新
治
小
学
校
運
動
会
】

【
水
上
小
学
校
運
動
会
】

【
月
夜
野
北
小
・
北
幼
稚
園
合
同
運
動
会
】
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首
都
圏
の
大
学
生
が
町
内
で
イ
ン
タ
ー
ン
活
動

夏
の
終
わ
り
に

　
　
　

勇
壮
な
踊
り
と
御
渡

お
い
で
祭
り
が
盛
大
に
開
催

に
い
は
る
小
菊
の
会
が

道
路
愛
護
団
体
表
彰
受
賞

岸
節
子
さ
ん（
町
組
）に
民
生
委
員
児
童
委
員
を
委
嘱

　

主
任
児
童
委
員
は
、
子
ど
も
や
子

育
て
に
関
す
る
支
援
を
専
門
に
担
当

し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
岸
さ
ん
に

は
桃
野
地
区
を
担
当
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

ま
た
、
同
地
区
を
担
当
し
て
い
た

だ
い
た
髙
橋
久
江
さ
ん
（
町
組
）
に

は
、
３
期
９
年
に
わ
た
り
民
生
委
員

児
童
委
員
及
び
主
任
児
童
委
員
を
務

め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

８
月
25
日
、「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」
に

あ
わ
せ
て
国
土
交
通
省
高
崎
河
川
国
道
事
務

所
に
お
い
て
、
道
路
愛
護
団
体
等
表
彰
式
が

開
催
さ
れ
、
に
い
は
る
小
菊
の
会
（
持
木
進

代
表
／
布
施
）
が
、
長
年
の
道
路
美
化
に
貢

献
し
た
こ
と
に
対
し
感
謝
状
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。

　

同
会
は
、
新
治
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

の
支
援
を
受
け
、
平
成
23
年
10
月
よ
り
国
道

17
号
羽
場
押
出
分
離
帯
の
除
草
作
業
や
ほ
う

き
草
、
小
菊
な
ど
の
花
の
植
栽
を
行
い
、
通

行
す
る
人
々
の
心
を
和
ま
せ
る
と
と
も
に
、

地
域
住
民
が
一
体
と
な
っ
た
活
動
を
進
め
て

い
ま
す
。

　

９
月
６
日
・
７
日
の
２
日
間
、
湯
原
温
泉
街

を
中
心
に
お
い
で
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

６
日
の
お
い
で
踊
り
に
は
、
15
チ
ー
ム
総
勢

４
０
０
人
が
参
加
し
、「
お
い
で
や
お
い
で
」

の
掛
け
声
に
合
わ
せ
て
、
チ
ー
ム
の
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
踊
り
で
観
客
を
魅
了
し
て
い
ま
し
た
。

　

７
日
の
御
輿
御
渡
で
は
、
Ｊ
Ｒ
水
上
駅
前
広

場
か
ら
湯
原
温
泉
街
に
か
け
て
の
約
１
㎞
を
、

10
基
の
御
輿
が
威
勢
良
く
練
り
歩
く
と
、
駅
を

利
用
す
る
観
光
客
か
ら
も
掛
け
声
や
手
拍
子
な

ど
が
送
ら
れ
、
参
加
者
は
夏
の
最
後
の
イ
ベ
ン

ト
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

８
月
10
日
か
ら
24
日
ま
で
の
15
日
間
、
町
内

で
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
し
て
い
る
「
ま
ち
づ
く

り
グ
ル
ー
プ
和
む
会
（
石
坂
靖
代
表
／
湯
原
）」

で
は
、
地
域
づ
く
り
イ
ン
タ
ー
ン
の
会
か
ら
派

遣
さ
れ
た
首
都
圏
の
大
学
生
５
人
を
受
け
入
れ
、

イ
ン
タ
ー
ン
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
、
若
者
の
視
点
か
ら
問
題
提
起

を
し
て
い
た
だ
き
地
域
振
興
に
つ
な
げ
よ
う
と

今
年
で
５
年
目
に
な
り
ま
す
。

　

学
生
た
ち
は
、
高
日
向
区
内
を
中
心
に
活
動

し
、
期
間
中
に
は
岸
町
長
と
の
面
会
や
ラ
フ

テ
ィ
ン
グ
体
験
、
み
な
か
み
花
火
大
会
な
ど
に

も
参
加
し
交
流
を
図
り
ま
し
た
。

　

10
月
１
日
付
け
で
、
民
生
委
員
児
童
委
員
及
び
主
任
児
童
委
員
と
し
て
新
た
に
岸
節
子

さ
ん
が
、
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
・
指
名
さ
れ
、
町
長
よ
り
民
生
児
童
委
員
の
委
嘱
状

と
主
任
児
童
委
員
の
指
名
状
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。
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地域の話題
　

９
月
９
日
、「
個
性
と
多
様
性
を
尊
重
し
た
共
生

社
会
の
実
現
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
福
祉
パ
レ
ー
ド

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
パ
レ
ー
ド
は
、
知
的
障

害
者
福
祉
月
間
の
趣
旨
を
広
く
宣
伝
し
、
知
的
障
害

者
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
と
と
も
に
、

教
育
の
推
進
と
福
祉
の
向
上
と
充
実
を
図
る
た
め
に

毎
年
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
で
42
回
を
迎
え
た
福
祉
パ
レ
ー
ド
に
は
、
関

係
者
ら
約
40
人
が
参
加
し
、
利
根
沼
田
の
役
場
や
ベ

イ
シ
ア
等
を
パ
レ
ー
ド
し
ま
し
た
。
本
町
で
は
桃
野

小
学
校
児
童
か
ら
町
長
、議
長
、教
育
長
あ
て
に
メ
ッ

セ
ー
ジ
の
伝
達
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

９
月
12
日
・
13
日
の
２
日
間
、
み
な
か
み
町
芸
術

の
ま
ち
づ
く
り
実
行
委
員
会
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

に
は
、
自
然
案
内
人
の
阿
部
利
夫
さ
ん
を
講
師
に
天

神
平
に
咲
く
高
山
植
物
を
現
地
で
観
察
し
、
そ
の
後
、

水
上
観
光
会
館
で
東
京
藝
術
大
学
か
ら
の
講
師
の
指

導
で
真
っ
白
な
浴
衣
に
高
山
植
物
を
描
き
ま
し
た
。

ま
た
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｔ
シ
ャ
ツ
制
作
で
は
、
子
供
た

ち
は
手
や
顔
を
絵
の
具
で
汚
し
な
が
ら
、
思
い
思
い

に
真
っ
白
な
Ｔ
シ
ャ
ツ
に
花
や
葉
、
手
形
な
ど
を
配

置
し
て
世
界
に
一
つ
だ
け
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
作
っ
て
い

ま
し
た
。

　

９
月
20
日
か
ら
22
日
の
３
日
間
、
上
州
武
尊
山
を
舞
台
に
み
な
か
み
町
・
川
場
村
・
片

品
村
を
ま
た
ぐ
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
大
会
競
技
は
21
日
に
行
わ
れ
、
宝
台
樹
ス
キ
ー
場
を
午
前
６
時
に
ス
タ
ー
ト
し
、
照

葉
峡
を
経
由
し
、
須
原
尾
根
か
ら
沖
武
尊
山
を
登
頂
、
片
品
村
内
の
武
尊
牧
場
ス
キ
ー
場
、

オ
グ
ナ
ほ
た
か
ス
キ
ー
場
、
赤
倉
峠
、
浅
松
山
、
雨
乞
山
な
ど
の
特
設
コ
ー
ス
を
通
過
し
、

　

９
月
27
日
、
利
根
商
業
高
等
学
校
（
大
嶋
伊
佐
雄
校

長
）に
お
い
て
、来
春
入
学
希
望
者
を
対
象
と
し
た
オ
ー

プ
ン
ス
ク
ー
ル
が
開
催
さ
れ
、
来
春
か
ら
導
入
さ
れ
る

新
制
服
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
で
は
、
既
に
紹
介
さ
れ

た
冬
服
の
ブ
レ
ザ
ー
な
ど
の
ほ
か
に
、
夏
服
の
ワ
イ

シ
ャ
ツ
や
ブ
ラ
ウ
ス
な
ど
が
新
た
に
発
表
さ
れ
、
在
校

生
が
モ
デ
ル
と
な
っ
て
来
場
者
の
前
を
歩
き
ま
し
た
。

　

こ
の
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
は
、
在
校
生
が
司
会
や
説

明
・
案
内
役
を
務
め
、
学
校
紹
介
や
施
設
案
内
な
ど
を

行
い
ま
し
た
。

第
42
回
福
祉
パ
レ
ー
ド

桃
野
小
児
童
が
町
長
ら
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
伝
達

芸
術
の
ま
ち
づ
く
り
実
行
委
員
会

谷
川
岳
高
山
植
物
ゆ
か
た
＆

オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
制
作

上
州
武
尊
山
を
駆
け
ま
し
た
！ 

第
１
回
上
州
武
尊
山

ス
カ
イ
ビ
ュ
ー
・
ウ
ル
ト
ラ
ト
レ
イ
ル
60

利
根
商
業
高
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
で

　
　

中
学
３
年
生
や
父
兄
に

　
　
　
　

  

新
制
服
夏
服
を
披
露

ゴ
ー
ル
の
川
場
村
ふ
れ
あ
い
公
園
ま
で
の

66
㎞
を
午
後
11
時
ま
で
に
踏
破
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
過
酷
な
レ
ー
ス
で
す
。

　

参
加
選
手
は
、
最
低
限
の
荷
物
を
背
負

い
、
上
州
武
尊
山
の
厳
し
い
登
山
道
に
挑

ん
で
い
ま
し
た
。
な
お
、
参
加
者
の
う
ち

５
５
５
人
が
規
定
時
間
内
に
ゴ
ー
ル
し
、

優
勝
者
は
東
京
都
の
青
木
光
洋
さ
ん
（
７

時
間
23
分
06
秒
）
で
し
た
。
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消
防
団
秋
季
点
検

村
主
八
幡
神
社
秋
季
大
例
祭

　

３
人
の
稚
児
行
列
が

　
　
　
　

  

艶
や
か
に
参
拝

　

10
月
５
日
、
上
区
の
村
主
八
幡
神
社
に
お
い

て
秋
季
大
例
祭
が
開
催
さ
れ
、
３
人
の
子
ど
も

た
ち
に
よ
る
稚
児
行
列
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
雨
が
降
る
あ
い
に
く
の
天
候
の
中
、

き
れ
い
に
着
飾
っ
た
稚
児
た
ち
は
、
両
親
が
差

し
出
し
た
傘
で
雨
に
濡
れ
な
い
よ
う
足
早
に
神

社
祭
殿
に
進
み
、
林
由
紀
男
宮
司
に
よ
り
、
健

や
か
に
成
長
さ
れ
る
よ
う
祈
願
し
ま
し
た
。

　

こ
の
同
神
社
秋
季
大
例
祭
は
、
毎
年
10
月
第

一
土
曜
日
に
開
催
さ
れ
、
地
元
の
子
ど
も
た
ち

に
よ
る
稚
児
行
列
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

10
月
５
日
、
み
な
か
み
町
消
防
団
秋
季
点
検

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

点
検
当
日
は
、
台
風
18
号
の
接
近
に
よ
る
荒

天
の
た
め
、
月
夜
野
総
合
体
育
館
に
場
所
を
変

え
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
町
長
の
「
点
検
開
始
宣

言
」
に
始
ま
り
、
姿
勢
服
装
の
点
検
、
部
隊
訓

練
（
代
表
第
７
分
団
）
が
実
施
さ
れ
た
ほ
か
、

続
い
て
表
彰
式
で
は
３
２
３
人
と
１
団
体
（
第

３
分
団
）
に
県
消
防
協
会
等
か
ら
表
彰
状
の
授

与
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
点
検
は
、
日
頃
の
諸
動
作
訓
練
、
機
械

器
具
の
装
備
・
設
備
の
検
査
を
受
け
る
と
と
も

に
、
団
員
の
士
気
高
揚
を
目
的
に
毎
年
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。

平
成
26
年
度
み
な
か
み
町
平
和
式
典
・
戦
没
者
追
悼
式

　

10
月
２
日
、
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
、
平
成
26
年
度
み
な
か
み
町
平
和

式
典
・
戦
没
者
追
悼
式
が
行
わ
れ
、
戦
没

者
の
遺
族
と
関
係
者
ら
約
１
５
０
人
が
参

列
し
ま
し
た
。

　

こ
の
式
典
で
は
、
戦
争
で
亡
く
な
ら
れ

た
人
々
を
追
悼
し
、
ご
冥
福
を
お
祈
り
す

る
と
と
も
に
、
核
兵
器
の
な
い
世
界
の
恒

久
平
和
を
祈
念
す
る
参
列
者
に
よ
る
１
分

間
の
黙
祷
と
献
花
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
町
内
各
中
学
校
生
徒
が
平
和
の
願
い

を
込
め
て
折
り
上
げ
た
千
羽
鶴
を
捧
げ
、

代
表
生
徒
が
平
和
へ
の
思
い
を
作
文
に
し

て
発
表
し
ま
し
た
。

▲水上中３年
　須田萌香さん
　「命のバトン」

▲新治中３年
　萩原唯我さん
　「平和のために

出来ること」

▲月夜野中３年
　金古優美さん
　「戦争のない

平和な世界へ」

▲藤原中３年
　大久保秋和さん
　「平和について

考えたこと」

■
平
和
へ
の
思
い
を
発
表
し
て
く
れ
た

中
学
生
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地域の話題

湯ゆ

の
華か

燦さ
ん

々さ
ん

橋ば
し

改
修
工
事
記
念

フ
ァ
ミ
リ
ー
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
開
催

有
限
会
社
Ｂ
Ｍ
Ｚ
の

髙
橋
毅
さ
ん
か
ら

寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た

　

10
月
４
・
５
日
の
２
日
間
、
利
根
商
業
高
等

学
校
に
お
い
て
、
平
成
26
年
度
第
２
回
利
根
商

パ
ソ
コ
ン
部
と
楽
し
く
学
ぶ
初
級
パ
ソ
コ
ン
・

タ
ブ
レ
ッ
ト
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
教
室
で
は
、
初
め
て
の
試
み
と
し
て

開
催
の
要
望
が
多
く
聞
か
れ
て
い
た
タ
ブ
レ
ッ

ト
教
室
を
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
群
馬
支
店
の
協
力
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

受
講
者
は
、
同
社
の
講
師
と
同
校
パ
ソ
コ
ン

部
員
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
、
初
め
て
触
れ
る
タ

ブ
レ
ッ
ト
の
操
作
方
法
を
教
わ
る
と
、
カ
レ
ン

ダ
ー
や
地
図
検
索
、
写
真
撮
影
な
ど
の
機
能
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　

５
月
１
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
の
間
、
東
京

都
中
野
区
の
中
野
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
商
店
街
と

の
連
携
事
業
で
、
本
町
の
広
告
バ
ナ
ー
や
電
飾

看
板
を
飾
っ
た
り
、
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど

を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

最
終
日
の
９
月
30
日
に
は
、
連
携
事
業
が
一

区
切
り
す
る
こ
と
か
ら
Ｊ
Ｒ
中
野
駅
北
口
駅
前

広
場
で
「
な
か
の
感
謝
祭
イ
ベ
ン
ト
」
が
開
催

さ
れ
、
中
野
区
田
中
区
長
や
中
野
ブ
ロ
ー
ド

ウ
ェ
イ
商
店
街
振
興
組
合
青
木
理
事
長
、
岸
町

長
ら
が
参
加
し
、
本
町
の
紅
葉
や
温
泉
の
Ｐ
Ｒ
、

で
ん
で
こ
座
三
国
太
鼓
の
演
奏
、
無
料
抽
選
会

な
ど
を
行
い
町
の
知
名
度
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

　

10
月
４
日
、
た
く
み
の
里
に
お
い
て
、
８
月
末

に
完
成
し
た
橋
梁
長
寿
命
化
事
業
「
湯
の
華
燦
々

橋
」
改
修
工
事
の
記
念
事
業
と
し
て
フ
ァ
ミ
リ
ー

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
併
せ
て

開
催
さ
れ
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
改

修
し
た
燦
々
橋
の
色
を
決
め
て
い
た
だ
い
た
新
治

小
中
学
校
の
児
童
生
徒
も
参
加
し
、
た
く
み
の
里

か
ら
湯
の
華
燦
々
橋
を
渡
り
ド
ー
ル
ラ
ン
ド
ま
で

の
約
８
㎞
の
コ
ー
ス
を
歩
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
元
気
よ
く
完
走
し
た
の
ち
、
お
楽

し
み
抽
選
会
に
も
参
加
し
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し

ま
し
た
。

　

８
月
７
日
、
相
俣
区
内
の
旧
に
い
は
る
幼

稚
園
猿
ヶ
京
分
園
で
足
健
康
村
事
業
を
行
っ

て
い
る
髙
橋
毅
さ
ん
（
上
区
）
か
ら
、
み

な
か
み
足
健
康
村
の
「
み
な
か
み
を
歩
こ

う
！
」
イ
ン
ソ
ー
ル
売
り
上
げ
の
一
部
と
し

て
、
１
０
８
，
０
０
０
円
の
寄
付
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

髙
橋
毅
さ
ん
は
、
有
限
会
社
Ｂ
Ｍ
Ｚ
を
運

営
し
、
ス
ポ
ー
ツ
シ
ュ
ー
ズ
の
イ
ン
ソ
ー
ル

を
生
産
し
て
お
り
、
多
く
の
ト
ッ
プ
プ
レ
ー

ヤ
ー
に
製
品
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

平
成
26
年
度
第
２
回
利
根
商
パ
ソ
コ
ン
部
と

楽
し
く
学
ぶ
初
級
パ
ソ
コ
ン・タ
ブ
レ
ッ
ト
教
室
開
催

東
京
都
中
野
区（
中
野
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
ィ
商
店
街
）

な
か
の
感
謝
祭
イ
ベ
ン
ト
で
み
な
か
み
町
を
Ｐ
Ｒ

『
お
詫
び
と
訂
正
』

　

先
月
10
月
号（
第
１
０
８
号
）７
ペ
ー

ジ
に
お
い
て
、「
第
57
回
デ
サ
ン
ト
藤

原
湖
マ
ラ
ソ
ン
開
催
」
記
事
を
掲
載
し

ま
し
た
が
、
女
子
15
歳
以
上
の
部
（
５

㎞
）
の
成
績
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

（
誤
）
女
子
15
歳
以
上
の
部
（
５
㎞
）

　
　

優　

勝　

樋
口
真
喜
子（
茨
城
県
）

　
　

第
３
位　

高
橋
美
空（
利
根
商
高
）

　
　

第
４
位　

伊
藤
綾
美（
利
根
商
高
）

（
正
）
女
子
15
歳
以
上
の
部
（
５
㎞
）

　
　

優　

勝　

樋
口
真
喜
子（
茨
城
県
）

　
　

第
２
位　

高
橋
美
空（
利
根
商
高
）

　
　

第
３
位　

伊
藤
綾
美（
利
根
商
高
）
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役場からの情報
Town Office Information

平

　成

　26

　年

　度

　上

　半

　期

予
算
の
執
行
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

一
般
会
計
の
執
行
状
況

◆会計別予算執行状況（平成26年9月30日現在） 

区　　　　分 予　算　額 収入率 執行率

一 般 会 計
現 年 分 137億6,583万円 49.1％ 33.9％

繰 越 分 7億5,459万円 35.6％ 59.6％

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 30億4,648万円 44.4％ 40.8％

後期高齢者医療特別会計 2億7,200万円 31.5％ 27.0％

介 護 保 険 特 別 会 計 22億9,000万円 40.6％ 41.0％

下 水 道 事 業
特 別 会 計 

現 年 分 9億5,600万円 12.4％ 56.4％

繰 越 分 480万円 10.4％ 0.0％

水道事業会計 

収益的収入 4億6,300万円 44.0％

収益的支出 4億3,500万円 25.7％

資本的収入 4億1,032万円 0.0％

資本的支出 5億3,532万円 16.0％
※収入率とは予算額に対する収入額の割合。執行率とは予算額に対する支出額の割合

◆基金残高（積立）の状況
（平成26年9月30日現在） 

区　　　　分 金　　額
一
般
会
計

財 政 調 整 基 金 37億3,335万円

減 債 基 金 4億3,329万円

その他特定目的基金 30億4,847万円

公 営 事 業 基 金 5億5,599万円

　 合 　 　 　 　 計 　 77億7,110万円
※公営事業基金… 国民健康保険特別会計・介護保険特別会

計の基金

◆地方債残高の状況
（平成26年9月30日現在） 

区　　　　分 金　　額

一 般 会 計 137億2,900万円

下水道事業特別会計 47億9,810万円

水 道 事 業 会 計 14億9,630万円

　 合 　 　 　 　 計 　 200億2,340万円

　

町
の
予
算
が
ど
の
よ
う
な
目
的

に
使
わ
れ
、
ど
の
よ
う
な
状
況
に

あ
る
の
か
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た

め
、
年
２
回
、
予
算
の
執
行
状
況

等
を
公
表
し
て
い
ま
す
。
今
回
は

平
成
26
年
度
上
半
期
（
平
成
26
年

９
月
30
日
現
在
）
の
状
況
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　

支
払
い
の
多
く
は
事
業
完
了
後

に
行
わ
れ
る
た
め
、
上
半
期
の
執

行
率
の
ほ
と
ん
ど
が
50
％
に
到
達

し
て
い
ま
せ
ん
。
な
お
、
金
額
の

１
万
円
未
満
は
整
理
し
て
あ
り
ま

す
。

　

平
成
26
年
度
の
一
般
会
計
当
初
予
算
額
は
１
３
２
億
８
千
万
円
で
し

た
が
、
旅
館
・
ホ
テ
ル
耐
震
診
断
事
業
費
補
助
金
交
付
事
業
や
里
地
・

里
山
保
全
整
備
事
業
等
を
中
心
に
追
加
補
正
を
行
い
、
９
月
補
正
後
の

予
算
額
は
、
繰
越
分
を
含
め
約
１
４
５
億
２
，
０
４
２
万
円
と
な
り
ま

し
た
。

　

歳
入
で
は
、
町
債
や
国
県
支
出
金
が
通
常
出
納
整
理
期
間
（
翌
４
～

５
月
）
に
収
納
さ
れ
る
た
め
、
収
入
率
が
低
く
な
っ
て
お
り
、
歳
出
で

は
、
工
事
を
含
む
土
木
費
や
衛
生
費
、
農
林
水
産
業
費
の
執
行
率
が
低

く
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
例
年
通
り
の
執
行
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

0 10 20 30 40 50

0510152025

地方交付税

町　　　税

町　　　債

県 支 出 金

国庫支出金

繰　越　金

地方譲与税  
　交付金等

繰　入　金

使用料及び
　手数料

分担金及び
　負担金

そ　の　他

そ　の　他

議　会　費

消　防　費

商　工　費

農林水産業費

衛　生　費

総　務　費

教　育　費

公　債　費

土　木　費

民　生　費
1億5,388万円
37.6%

54.1%

51.3% 

48.6%  　

41.8%  　

22.4%　　

21.1%　　  

38.8%

49.7%

49.2%

14.3%　　  

38.5%

2,989万円

1億3,306万円   

4億7,526万円　　　　

5億3,341万円  　 

10億8,577万円

16億3,998万円

18億604万円

19億4,001万円

20億6,629万円

22億6,626万円

25億4,445万円

51億3,957万円

35億円

17億5,550万円

9億1,800万円

8億9,332万円

5億392万円

4億7,130万円

7億3,816万円

2億4,436万円

2億242万円

71.5%

58.1%

0.0%

12.8%

28.3%

100.0%

44.7%

0.0%

44.7%

33.6%

（億円）

（億円）

歳出歳入
凡　例

予算額
収入率   執行率

歳 入

歳 出

■問い合わせ先　総合政策課　財政・管財グループ　☎（25）5005
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役場からの情報

　皆さんからの生の意見をお伺いするために、町内9ヶ所で「町長と語る会」を開催します。座談会形式で行
いますので、この機会に町長と膝を交えて語り合ってみませんか？
■開催予定

回数 日時・場所 対象地区

第1回
11月25日（火）

午後7時～8時30分
【北部生活改善センター】

藤原上・中・下

第2回
12月10日（水）

午後7時～8時30分
【まんてん星の湯　三国館】

永井・吹路・猿ヶ京・赤谷
相俣・浅地

第3回
12月17日（水）

午後7時～8時30分
【カルチャーセンター】

渕尻・和名中・小和知
下石倉・上石倉・上牧

大沼・奈女沢

※参加は自由です。当日、直接会場にお越しください。
※第3回以降の開催日等は順次お知らせします。
※皆さんからの意見や提案は、今後の町政運営の参考とさせていただきます。

町長と語る会を開催します（テーマ：防災－災害時のたすけあい－）

■問い合わせ先　総務課　消防・防災グループ　☎（25）5002

■問い合わせ先　総務課　秘書グループ　☎（25）5027

　みなかみ町地域防災計画は、平成19年3月に制定され、災害対策基本法第42条の規定に基づき、災害から
町民の生命・身体・財産を保護するとともに災害による被害を軽減することを目的に、町や防災関係機関等が
行う災害予防対策や災害応急対策、災害復旧対策を定めています。
　総務課では現在、地域防災計画の改訂を進めており、町民の皆さんの意見を反映させるため、地域防災計画
改訂（案）を提示しますので広く意見をお寄せください。
■募集期間　11月4日（火）～12月1日（月）
■提出方法　 自由な様式に意見を記入いただき、住所、

氏名、連絡先（法人等の場合は所在地・
名称及び代表者名・電話番号）を明記の
うえ、郵送またはFAX、電子メールでお
送りいただくか、総務課もしくは各支所
までご提出ください。なお、口頭及び電
話での意見は受付できません。

■提出先　
　〒379-1393
　　みなかみ町後閑318
　　みなかみ町役場総務課消防・防災グループ
　　FAX　（62）2291
　　メール　office-soumu@town.minakami.gunma.jp

～皆さんからの意見を募集します～

地域防災計画の改訂に伴うパブリックコメント募集

※ 地域防災計画改訂（案）は、町ホームページからご覧いただくか総務課または各支所窓口でご覧ください。
　http://www.town.minakami.gunma.jp/55sosiki/soumu/shobou-bousai/2014-1023-1051-48.html
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役場からの情報
Town Office Information

　赤沢スキー場利用者から「町営バスをロッジ前まで乗り入れてもらいたい」という声が寄せられていた法師
線（まんてん星の湯～法師）について、この冬から冬期間に限り乗り入れを実施します。
■期間　12月1日（月）～平成27年3月31日（火）

■時刻表（冬期間12月～3月）

法　師　行　き　（下り） まんてん星の湯行き（上り）

停留所 発　着　時　刻 停留所 発　着　時　刻

まんてん星の湯 8:41 9:31 15:00 15:50 法　師 9:06 9:56 15:25 16:15

関所跡 8:44 9:34 15:03 15:53 赤沢スキー場 9:10 10:00 15:29 16:19

猿ヶ京 8:45 9:35 15:04 15:54 赤沢スキー場入口 9:12 10:02 15:31 16:21

西　原 8:46 9:36 15:05 15:55 永　井 9:16 10:06 15:35 16:25

吹　路 8:49 9:39 15:08 15:58 永井宿郷土館入口 9:17 10:07 15:36 16:26

永井宿郷土館入口 8:53 9:43 15:12 16:02 吹　路 9:21 10:11 15:40 16:30

永　井 8:54 9:44 15:13 16:03 西　原 9:24 10:14 15:43 16:33

赤沢スキー場入口 8:58 9:48 15:17 16:07 猿ヶ京 9:25 10:15 15:44 16:34

赤沢スキー場 9:00 9:50 15:19 16:09 関所跡 9:26 10:16 15:45 16:35

法　師 9:04 9:54 15:23 16:13 まんてん星の湯 9:29 10:19 15:48 16:38

■料金表

◎料金表の上段■は大人料金（中学生以上）
　　　　　下段■は子ども料金（小学生以下）※半額で10円未満切上

まんてん星の湯

関　所
150

80

猿ヶ京
150 150

80 80

西　原
150 170 210

80 90 110

吹　路
190 250 270 300

100 130 140 150

永井宿
郷土館入口

210 300 370 380 410

110 150 190 190 210

永　井
150 240 330 400 410 440

80 120 170 200 210 220

赤沢スキー場
入　口

240 250 370 460 520 540 570

120 130 190 230 260 270 290

赤　沢
スキー場

150 240 250 370 460 520 540 570

80 120 130 190 230 260 270 290

法　師
150 150 290 320 440 530 600 610 640

80 80 150 160 220 270 300 310 320

◎お得な回数券が新治支所とバス車内で発売中です！（1,000円で1,300円利用できる回数券）
　※子どもの場合「猿ヶ京～赤沢スキー場」間を5回利用できます。

町営バス（法師線）赤沢スキー場へ乗り入れます

■問い合わせ先　新治支所　庶務・住民サービスグループ　☎（64）0111
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平成26年分決算等説明会の開催について

廃タイヤ等の有料回収実施について

■問い合わせ先　税務課　住民税グループ　☎（25）5007

■問い合わせ先　生活水道課　奥利根アメニティパーク　☎（64）1167

　沼田税務署では、決算書等の作成方法や作成にあたっての注意点などについて、沼田税務署管内青色申告連
合会の協力を得て、次のとおり説明会を開催します。また、消費税の決算の仕方や申告書の書き方などについ
ても説明します。当日の説明会資料は、会場にて配布します。

開催日 時　間 場　所 対象となる人
12月16日（火） 午前10時～正午 利根沼田振興局1階

101会議室

沼田市薄根町4412

青色申告者（営業所得者向け）
12月16日（火） 午後1時30分～3時30分 青色申告者（農業所得者向け）
12月17日（水） 午前10時～正午 白色申告者（営業所得者向け）
12月17日（水） 午後1時30分～3時30分 白色申告者（農業所得者向け）

※注意事項　1．会場への直接のお問い合わせはご遠慮ください。
　　　　　　2．会場の駐車場は台数に限りがありますので公共交通機関をご利用ください。
■決算等説明会に関する問い合わせ先　沼田税務署　☎（22）2131
　【自動音声案内の「2」をお選びください。個人課税部門記帳指導担当におつなぎします。】

■日時　11月23日（日）午前9時～正午
■場所　奥利根アメニティパーク
■回収料金（消費税込み）
　○軽自動車、普通自動車タイヤ 100円
　○2～4t、4WD車タイヤ 250円
　○大型自動車タイヤ 500円
　○農機具タイヤ（14インチ以下） 500円
　○農機具タイヤ（15～18インチ） 800円
　○消火器（小～大） 400円～1,000円
　○ホイール、タイヤチェーン、車用バッテリー 無料

■注意点
　※掲載されていない特殊タイヤなどは、その場で相談させていただきます。
　※タイヤの中にごみ等がある場合は取り除いてお持ちください。
　※回収品は本町在住の人が家庭で使用したものに限ります。

おねがい会員 まかせて会員

ファミサポ
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冬季除雪作業の実施に際し､ 皆様の
ご協力をお願いします

① 　除雪作業は、計画路線を上毛高原駅より以南の地域ではおおむね15㎝以上、また上毛高原駅
以北では10㎝以上の降雪が見込まれる際にそれぞれ出動します。

② 　町道の消雪施設は12月の本稼働に向けて準備しており、11月中の急な降雪時に稼働できない
場合もありますのでご承知おきください。交通事故等にもご注意ください。

③　ご意見・ご要望は、区長(役員)さんを通して申し出ていただきますようお願いします。

❅玄関先などの雪処理にご協力ください！
　 　除雪車が通った後、玄関先に雪が寄せられ、「車が出せない」、「何とかして…」という声が聞か

れます。除雪作業は、細心の注意を払い実施していますが、玄関先や車庫前などに雪が残ってしま
うことがあります。残った雪を、再度速やかに処理することが機械除雪では大変困難ですので、お
手数でも各家庭での取り除き等にご協力をお願いします。

❅早朝の除雪作業にご理解ください！
　 　除雪作業は、朝の通勤・通学路線を確保するため、どうしても早朝から出動しなければ間に合い

ません。一方では除雪車のエンジン音や振動のため、「夜間（早朝）に除雪されたら安眠妨害だ」
とのお叱りの声もありますが、忙しい朝の交通や歩行者の安全を考慮すれば、早朝の除雪作業は欠
かすことができません。皆さんのご理解をお願いします。

❅むやみに道路へ雪を出さないでください！
　　除雪後の道路に、住宅や駐車場などから再び雪が押し出されているところをよく見かけます。
　 　大雪の後や休日になると、各家庭で行う雪片付けや屋根の雪下ろしで、雪が道路に捨てられるこ

ともあります。これらの放置された雪や氷が原因による交通障害が目立って増えていますので、皆
さんの良識あるご協力をお願いします。

❅たった一台の路上駐車でも除雪作業が効率ダウンします！
　 　除雪作業時に、最大の障害となっているのが路上駐車です。一台でも放置車両があると除雪車が

入れず、やむなく引き返すなど除雪ができないことがあります。作業をしながら車の移動を呼びか
けるものの、その大半が運転者は現れずに終わります。その他、緊急車両の通行等にも支障をきた
すなど、一台の放置車両が付近一帯に迷惑を及ぼしますので、日頃から「路上駐車は、しない・さ
せない」を合言葉に、路上駐車を無くしましょう。

❅お子様のそり遊びなどによる飛び出しがとても危険です！
　 　子供たちは雪遊びが大好きです。そり遊びやスキーなどに夢中になるあまり、道路へ飛び出して

は事故を引き起こしてしまいます。お子様の雪遊びについては、場所の選定や安全について大人が
十分に注意を払ってください。

❅鉄板を置きざりにしないでください！
　 　車庫などへ車を乗り入れるため、車道と縁石との間に鉄板などを敷くと、除雪車が衝突して、事

故に至る恐れがあり大変危険ですので、冬期間だけでも取り外してくださるようお願いします。
　　道路をできるだけ広く除雪したいと考えていますので、ご協力をお願いします。

❅側溝ぶたやグレーチングを取り外して放置するのは危険です！
　 　雪を処理するため、側溝ぶたやグレーチングを取り外したままにしてその場を離れる人がいます。

子供や高齢者が踏み落ちてケガをする事故が増えています。取り扱いには十分に注意して、取り外
した物はそのままにしないでください。

■問い合わせ先　◇月夜野地区◇　地域整備課　管理グループ　☎（62）2111
　　　　　　　　◇水 上 地 区◇　水上支所　　除雪センター　☎（72）2111
　　　　　　　　◇新 治 地 区◇　新治支所　　除雪センター　☎（64）0111

群馬県道路除雪会議（事務局/高崎河川国道事務所・群馬県道路管理課）
　今年2月の記録的大雪を受けて、国・県・市町村が連携して除雪作業を行えるよう、群馬県道路除雪会議が設置されま
した。同会議では、大雪警報が発令された場合などは山間道路での立ち往生車両の防止を防ぐため早めの交通規制を実施
するとともに、交通量の多い幹線道路を国・県・市町村が連携して優先的に除雪を実施することになりました。
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役場からの情報

　水道使用量の検針の際に発行する「水道使用量のお知らせ」や「納入通知書」の水量が、いつもより多い時
の原因の一つに漏水が考えられます。
　漏水箇所が水道メーターから家庭の蛇口までの間は、皆さんの管理区域に
なっておりますので漏水修理代金は自己負担となります。
　漏水箇所が地中等で通常では発見できなかったと判断される場合は、申請
により水道料金の一部を減免できる制度がありますので、修理の際に町指定
給水装置工事事業者（水道屋さん）に相談してください。
　なお、減免申請書の未提出や町指定を受けていない給水装置工事事業者が
修理した場合は、料金の減免はできませんのでご注意ください。
　詳しくは生活水道課までお問い合わせください。

■■■みなかみ町指定給水装置工事事業者（町内名簿）■■■
平成26年10月1日現在（50音順）

地　　　　区 事　業　者　名 住　　　　所 電　話　番　号

■月夜野地区

（株）アオキ 後閑316-1 ☎（62）2705

（有）上牧設備 上牧825-2 ☎（72）4666

久保設備 下牧610-1 ☎（62）6020

（株）クワバラ 後閑1322 ☎（62）2702

高橋水道工事 下津4028 ☎（62）3160

前島設備 下津1355 ☎（62）6918

（株）前田設備 上牧2344-12 ☎（72）3334

増田建設（株） 後閑84-3 ☎（62）2151

（有）真庭住設 月夜野1000 ☎（62）2488

（株）山岸商店 月夜野403 ☎（62）2737

■水 上 地 区

（有）石井工業所 小日向530-1 ☎（72）3586

石坂工業 谷川525-4 ☎（72）2182

木村建設（株） 小日向626-1 ☎（72）3450

小林工業（有） 湯原467 ☎（72）3733

■新 治 地 区

阿部工務店 須川1081 ☎（64）0648

木内建設（株） 湯宿温泉2086-1 ☎（64）0154

（有）建築工房　無有 東峰213 ☎（62）2650

（有）佐藤建材店 布施1624 ☎（64）0519

（有）松田水道 猿ヶ京温泉1103 ☎（66）0109

山田設備工業（有） 新巻2973-2 ☎（64）1126

（有）渡部水道設備 布施1600 ☎（64）0433

※平成26年10月1日現在、町の指定給水装置工事事業者は76社です。
　町外事業者を知りたい場合は、生活水道課に問い合わせいただくか、町ホームページで確認ください。

■問い合わせ先　生活水道課　上水道グループ　☎（62）3977

水道が漏水している際の減免制度について
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■問い合わせ先　町民福祉課　障害・福祉グループ　☎（25）5011

　障害のある人の日常生活を支援するため、次のような福祉制度
やサービスがあります。
　これらの制度等を利用するには事前に申請が必要です。また、
制度等の種類により介護保険サービスが優先されるものがあった
り、本人・家族の課税状況等に応じて費用の一部負担や障害の程
度による制度等が受けられない場合もあります。さまざまな制度
やサービスがありますので、今月号と12月号の2回にわたりご案
内します。
　詳しくは、町民福祉課障害・福祉グループまでご相談ください。

■障害を持つ人に発給される手帳制度

身
体
障
害
者
手
帳

対 象 者
視覚、聴覚、平衡機能、音声言語機能、そしゃく機能、肢体、心臓機能、じん臓機能、呼
吸器機能、ぼうこう又は直腸機能、小腸機能、ヒト免疫不全ウイルスによる免疫機能、肝
臓機能に永続する障害がある人

内　　容 障害の程度によって1級から6級まで区分されます。二つ以上の重複する障害がある場合、
等級は上の級になる場合があります。

援 護 等 補装具・日常生活用具の給付、税金の控除及び減免、特別児童扶養手当の受給（20歳未満）、
福祉医療等。（障害の種類・等級等に一定の条件があります。）

療
育
手
帳

対 象 者 児童相談所（18歳未満）または、心身障害者福祉センター（18歳以上）において知的障
害者と判断された者。発達期（おおむね18歳未満）において知能に遅滞が生じた人。

内　　容 IQ等の判定により、A1（最重度）、A2（重度）、A3（身障重複）、B1（中度）、B2（軽度）
の区分があります。

援 護 等 特別児童扶養手当の受給（20歳未満）、在宅重度障害者介護手当の受給、税金の控除及び
減免、福祉医療等。（障害の種類・等級等に一定の条件があります。）

有効期限 療育手帳に記載されている次の判定年月まで

精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手
帳

対 象 者 精神の疾患により、長期にわたり日常生活や社会生活に制約がある人

内　　容 障害の程度によって1級から3級に区分されます。

援 護 等 税金の控除及び減免、県内路線バスの割引等

有効期限 2年間（更新は有効期限3ヶ月前から更新申請ができます。）

■障害者総合支援法・児童福祉法による施設通所サービスと助成制度
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

内　　容

身体・知的・精神（手帳所持者）に障害のある人、または難病等にかかっており一定の条
件を満たす人に対して、ホームヘルパーの派遣、デイサービス、短期入所、施設等への入所・
通所による訓練等サービス（介護保険制度が優先となります。）及び障害児通所施設や放課
後等デイサービスの利用

費　　用 利用料の1割負担となります。（世帯の課税状況により月の上限額が決定されます。）

自
立
支
援

医　
　

療

内　　容 身体障害の更生に必要な医療や、精神疾患の治療を受けるための医療の医療費助成。

費　　用 利用料の1割負担となります。（世帯の課税状況により月の上限額が決定されます。）

※次号（12月号）では、その他の障害者福祉サービスや障害者年金、諸手当についてご案内します。

障害者福祉制度によるサービスと助成について①
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役場からの情報

■問い合わせ先　町民福祉課　障害・福祉グループ　☎（25）5011

　8月1日から申請受付をしている臨時福祉給付金の申請期限は平成27年1月30日（消印有効）です。
　支給対象となる可能性のある人には、既に町民福祉課より申請関係書類をお送りしています。申請関係書類
が届いた人は、同封されている案内文書をお読みいただきご自身が給付金の対象となると思われる場合は郵送
で手続をしてください。
　申請関係書類が届いていない場合でも、給付金の対象になると思われる場合は町民福祉課までお問い合わせ
ください。
■概要
　4月から消費税率が8％へ引き上げられたことに伴い、所得の低い人の影響を緩和するために暫定的・臨時
的な措置として「臨時福祉給付金」が支給されます。
■支給対象者
　平成26年度分市町村民税（均等割）が課税されない人が支給対象
です。ただし、「住民税が課税されている人の税法上の扶養親族等（配
偶者特別控除や事業専従者の場合も含みます）になっている場合」「生
活保護制度の被保護者となっている場合」などは対象外です。
■給付額
　支給対象者1人につき1万円を支給します。また支給対象者の中で
老齢基礎年金、障害基礎年金、遺族基礎年金等、児童扶養手当、特
別障害者手当等を受給している人は5千円が加算されます。

臨時福祉給付金の申請はお済みですか？

●
子
育
て
に
悩
ん
で
い
る
人
は
、
ひ
と
り
で
抱

え
込
ま
ず
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

　

子
育
て
に
不
安
に
な
っ
た
り
、
困
っ
た
と
き

は
、
町
保
健
師
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
、
ま

た
は
子
育
て
サ
ー
ク
ル
の
仲
間
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。

●
虐
待
で
苦
し
ん
で
い
る
子
ど
も
は
、
が
ま
ん

し
な
い
で
相
談
し
て
く
だ
さ
い

　

子
ど
も
が
、
親
か
ら
暴
力
を
振
る
わ
れ
た
り
、

ご
は
ん
を
食
べ
さ
せ
て
も
ら
え
な
か
っ
た
り
、

心
や
体
を
傷
つ
け
ら
れ
て
い
た
ら
、
学
校
の
先

生
や
児
童
相
談
所
【
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル
／
☎

０
５
７
０
（
０
６
４
）
０
０
０
、
チ
ャ
イ
ル
ド

ラ
イ
ン
／
☎
０
１
２
０
（
９
９
）
７
７
７
７
】

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

●
虐
待
と
思
わ
れ
る
事
実
を
知
っ
た
と
き
は
迷

わ
ず
連
絡
し
て
く
だ
さ
い

　

虐
待
が
疑
わ
れ
る
よ
う
な
こ
と
を
発
見
し
た

ら
、
町
子
育
て
健
康
課
や
児
童
相
談
所
に
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。
地
域
住
民
に
は
、
関
係
機
関

へ
の
連
絡
義
務
が
あ
り
ま
す
。
連
絡
し
た
人
の

秘
密
は
守
ら
れ
連
絡
後
に
虐
待
で
な
い
と
分

か
っ
た
場
合
で
も
連
絡
し
た
人
に
罰
則
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

平
成
26
年
１
月
か
ら
７
月
末
ま
で
に
県
内

の
労
働
災
害
に
よ
る
死
亡
者
数
が
19
人
に
達

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
前
年
同
期
比
12
人
の
増

加
と
な
り
、
増
加
数
で
全
国
ワ
ー
ス
ト
１
位

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
同
時
期
に
お
け
る
休
業
４
日
以
上
の

労
働
災
害
に
よ
る
死
傷
者
は
１
，
２
４
０
人

で
、
前
年
同
期
比
14
．
５
％
の
増
加
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
増
加
率
に
つ
い
て
は
全
国

ワ
ー
ス
ト
３
位
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
本
県
で
は
、
仕
事
中
の
労
働

災
害
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
安
全
な
職
場
を

労
使
一
体
で
構
築
し
ま
し
ょ
う
。

11
月
は
児
童
虐
待
防
止

推
進
月
間
「
た
め
ら
わ
ず

知
ら
せ
て
つ
な
ぐ　

命
の
輪
」

職
場
の
労
働
災
害
が

増
加
し
て
い
ま
す
！

■
問
い
合
わ
せ
先

　

子
育
て
健
康
課　

子
育
て
支
援
グ
ル
ー
プ

　

☎
（
２
５
）
５
０
０
９

　

県
中
央
児
童
相
談
所
北
部
支
所

　

☎
０
２
７
９
（
２
０
）
１
０
１
０

■
問
い
合
わ
せ
先

　

群
馬
労
働
局
労
働
基
準
部
健
康
安
全
課

　

☎
０
２
７
（
２
１
０
）
５
０
０
４

　

ま
ち
づ
く
り
交
流
課商

工
振
興
グ
ル
ー
プ

　

☎
（
２
５
）
５
０
２
８

■労働災害事故死亡者数
（平成26年1月～7月）

ワースト順位 都道府県 人数（増減数）
ワースト1位 群馬県 19人（＋12人）
ワースト2位 岩手県 17人（＋11人）
ワースト3位 福島県 20人（＋10人）

■休業4日以上の労働災害による
　死傷者者数� （平成26年1月～7月）

ワースト順位 都道府県 増加率
ワースト1位 山梨県 30.0％
ワースト2位 大分県 15.4％
ワースト3位 群馬県 14.5％

参　考 全国平均  3.1％



16広報みなかみ／2014.11 16

役場からの情報
Town Office Information

　　　　　　　 　　子育て健康課では、いつまでもいきいきと健康で過ごしていた
だくために健康教室を開催します。皆さん奮って参加してください。

■場所　みなかみ町保健福祉センター　■参加費　無料　■申込先　子育て健康課健康推進グループ

開催日 時　　間 教　室　名 対　象　者 定員

11
月

11（火） 午後1時30分～3時 おとなの運動教室 40歳～74歳の人 25
14（金） 午後1時30分～3時 にこにこヨーガ教室 30歳～74歳の人 25
20（木）午前10時30分～11時30分 みなかみガールのための運動教室 20歳～49歳の女性 20
21（金） 午後1時30分～3時 にこにこヨーガ教室 30歳～74歳の人 25
27（木） 午後1時30分～3時 おとなの運動教室 40歳～74歳の人 25

12
月

10（火）午前10時30分～11時30分 みなかみガールのための運動教室 20歳～49歳の女性 20
16（火） 午後1時30分～3時 おとなの運動教室 40歳～74歳の人 25

※持ち物……上履き、ヨガマットまたはバスタオル、飲み物、運動しやすい服装
❖健康クーポン券とは？ 　町が実施する健康教室に1回参加すると1ポイントが贈呈され、5ポイント貯めた人に年度

末に健康クーポン券が贈呈されます。
　　　　　　　　　　　 　この健康クーポン券は、2年間に限り町の健(検)診を受ける際の自己負担額1,000円分が

無料になるクーポン券です。既に4月から実施済みの教室も対象となっています。
～健康教室に参加して、健康クーポン券でお得に健（検）診を受けましょう！～

悉
悉
悉
悉
悉
悉
悉
悉
悉
悉
悉
悉
悉
悉
悉
悉
悉
悉
悉
悉

悉
悉
悉
悉
悉
悉
悉
悉
悉
悉
悉
悉
悉
悉
悉
悉
悉
悉
悉
悉

悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉

悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉

<健康教室開催
のお知らせ

健　康
クーポン券

対象事業

■問い合わせ先　子育て健康課　健康推進グループ　☎（62）2527

■
開
催
日　

11
月
29
日
（
土
）

■
時
間　

午
前
９
時
～
11
時

■
場
所　

利
根
実
業
高
等
学
校

■
販
売
場
所　

　

校
内
温
室
及
び
そ
の
周
辺

■
駐
車
場

　

校
内
駐
車
場
及
び
グ
ラ
ウ
ン
ド

■
主
な
販
売
品
目

　

シ
ク
ラ
メ
ン
、
パ
ン
ジ
ー
、
葉
ボ
タ
ン
、

ジ
ュ
リ
ア
ン
、
ネ
ギ
、
大
根
、
白
菜
、
リ

ン
ゴ
、
精
米

※
生
徒
た
ち
が
丹
精
込
め
て
育
て
た
草
花
、

野
菜
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

第
10
回
み
な
か
み
町
成
人
式
を
次
に
よ

り
開
催
し
ま
す
。

■
開
催
日

　

平
成
27
年
１
月
11
日
（
日
）

■
時
間

○
受
付
／
正
午
か
ら

○
開
式
／
午
後
１
時
か
ら

■
場
所　

カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

■
該
当
者　

　

平
成
６
年
４
月
２
日
～

平
成
７
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

※
該
当
者
に
は
11
月
中
旬
頃
に
ハ
ガ
キ
で

案
内
を
送
付
し
ま
す
。
案
内
が
届
か
な
い

場
合
は
教
育
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

利
根
実
業
高

フ
ァ
ー
ム
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

第
10
回み

な
か
み
町
成
人
式

■
問
い
合
わ
せ
先

　

利
根
実
業
高
等
学
校

　

☎
（
２
３
）
１
１
３
１

■
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
課　

生
涯
学
習
推
進
グ
ル
ー
プ

　

☎
（
２
５
）
５
０
２
５
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役場からの情報

町営住宅入居者募集のお知らせ

■問い合わせ先　地域整備課　管理グループ　☎（25）5020
　　　　　　　　水上支所　除雪センター　　☎（72）2111
　　　　　　　　新治支所　除雪センター　　☎（64）0111

■受付期間　11月4日（火）～17日（月）　■入居日　12月上旬予定　　■募集戸数　10戸
●矢瀬団地（3K）
　1号棟　402号室・404号室／2号棟　204号室・301号室・404号室／3号棟　404号室
●第3矢瀬団地（3DK）
　7号棟　302号室・404号室／8号棟　204号室
●上河原団地（3K）
　11号棟　101号室

※鹿野沢団地、高日向団地、藤原団地は随時募集をしています。

和室
６帖

ＤＫ

脱
衣
場

押
入  

便所  

玄
関

ベランダ

浴槽無し

押入  

洋室
4.5帖

物
　入和室

６帖

ベランダ

浴室

厨房
食堂

和室  
６帖

和室  
６帖

押入

押入

洋室
６帖

押
入

　　入
物

便所

玄関

脱衣室

ベランダ

ベランダ

浴槽無し

厨房

和室
６帖和室 

4.5帖

洋室  ６帖

押入

下駄箱

便所

玄関

ベランダ

浴槽無し

押入

第3矢瀬団地7号棟
302・404号室間取り

第3矢瀬団地8号棟
204号室間取り

矢瀬団地1号棟
402・404号室間取り
矢瀬団地2号棟

204・404号室間取り
 ※2号棟301号室間取りは
 　左右対称です。

矢瀬団地3号棟
404号室間取り
上河原団地11号棟
101号室間取り

■
日
時　

９
月
12
日（
金
）午
後
２
時
30
分
～

■
場
所　

観
光
セ
ン
タ
ー
第
１
会
議
室

　

委
員
会
で
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
活
用

や
ス
ポ
ー
ツ
観
光
の
推
進
、
ビ
ジ
ョ
ン
の

執
行
体
制
な
ど
に
つ
い
て
議
論
し
ま
し
た
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
の
活
用
に
つ
い
て
は
、

寄
附
者
に
対
す
る
宿
泊
券
や
特
産
品
等
の

贈
呈
や
、
専
用
サ
イ
ト
を
活
用
し
た
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、
具
体
的
な
手
法
を
検

討
し
、
積
極
的
な
募
集
を
早
期
に
開
始
す

る
こ
と
を
提
案
し
ま
し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
観
光
の
推
進
に
つ
い
て
は
、

サ
ッ
カ
ー
を
軸
と
し
て
合
宿
や
大
会
を
積

極
的
に
誘
致
す
る
こ
と
と
し
、
専
用
グ
ラ

ウ
ン
ド
の
整
備
や
、
集
客
プ
ロ
グ
ラ
ム
と

■
日
時　

９
月
26
日（
金
）午
後
２
時
30
分
～

■
場
所　

観
光
セ
ン
タ
ー
第
１
会
議
室

　

委
員
会
で
は
、
あ
る
程
度
具
体
化
さ
れ

た
計
画
に
つ
い
て
早
期
に
答
申
し
、
実
行

に
移
し
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、

各
部
会
や
委
員
か
ら
の
提
案
に
つ
い
て
議

論
を
深
め
、
計
画
を
具
体
化
し
ま
し
た
。

　

労
働
力
の
不
足
や
季
節
間
格
差
を
解
消

す
る
た
め
に
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
活

用
や
温
泉
街
で
の
泊
食
分
離
、
人
材
バ
ン

ク
制
度
の
構
築
な
ど
を
推
進
す
る
こ
と
、

廃
屋
の
撤
去
を
進
め
新
た
な
温
泉
街
を
形

成
す
る
こ
と
、
道
の
駅
な
ど
の
既
存
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
て
地
産
地
消
を

推
進
す
る
こ
と
、
適
熟
品
の
出
荷
や
残
留

農
薬
検
査
を
徹
底
し
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド

化
を
推
進
す
る
こ
と
、
観
光
会
議
な
ど
を

設
立
し
観
光
関
連
団
体
の
連
携
を
密
に
す

る
こ
と
な
ど
が
議
論
さ
れ
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

ま
ち
づ
く
り
交
流
課

エ
コ
パ
ー
ク
推
進
室

　

☎
（
２
５
）
５
０
２
９

第
18 
回
策
定
委
員
会

第
17 
回
策
定
委
員
会

まちづくりビジョン
策定委員会

　

委
員
会
で
は
産
業
振
興
の
観
点
か

ら
、
ま
ち
づ
く
り
を
総
合
的
に
推
進

す
る
た
め
の
方
向
性
や
具
体
的
な
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
検
討
を
進
め
て
い
ま

す
。
委
員
会
で
の
検
討
内
容
の
詳
細

は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

ま
す
。

連
動
さ
せ
た
町
内
ス
ポ
ー
ツ
施
設
管
理
の

一
元
化
な
ど
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ビ
ジ
ョ
ン
の
執
行
体
制
に
つ
い

て
は
、
進
捗
管
理
に
責
任
を
持
つ
組
織
を

設
置
し
、
横
の
連
携
や
情
報
共
有
を
ス

ム
ー
ズ
に
す
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
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暮らしの情報
Living Information

心配ごと・法律相談所
心配ごと（民生・人権・行政）

相談所

法　律　相　談　所

■新治会場　11月18日（火）
　会場：のぞみ館 相談室
■月夜野会場　12月16日（火）
　会場：町保健福祉センター2階

■水上会場　11月14日（金）
　会場：社会福祉協議会水上支所
■新治会場　12月12日（金）
　会場：のぞみ館 相談室

相談は予約制で先着順です。
時間は午後1時30分～4時まで。

■■■問い合わせ先■■■
みなかみ町社会福祉協議会

☎（62）0081

２４時間
健康テレホンサービス

　

日
本
に
住
む
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の

人
は
、
全
員
が
国
民
年
金
に
加
入
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
学
生
も
、
20
歳

に
な
れ
ば
国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

20
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
た
ら
、
す
み

や
か
に
町
民
福
祉
課
で
加
入
手
続
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
す
で
に
就
職
し
て
厚
生
年

金
や
共
済
組
合
に
加
入
し
て
い
る
人
は
、

第
２
号
被
保
険
者
と
し
て
国
民
年
金
に

も
加
入
し
て
い
ま
す
の
で
手
続
は
不
要

で
す
。

　

ま
た
、
収
入
が
一
定
額
以
下
の
場
合

に
は
、
申
請
し
て
承
認
を
受
け
る
こ
と

に
よ
り
、
保
険
料
の
納
付
が
免
除
ま
た

は
猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
学

生
に
つ
い
て
は
学
生
期
間
中
の
保
険
料

の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
『
学
生
納
付
特

例
制
度
』、
学
生
以
外
の
人
に
つ
い
て

は
保
険
料
の
納
付
が
免
除
ま
た
は
猶
予

さ
れ
る
『
免
除
制
度
』
や
『
若
年
者
納

付
猶
予
制
度
』
で
す
。
こ
の
猶
予
（
免

除
）
を
受
け
て
い
る
期
間
中
に
万
が
一

の
事
故
な
ど
で
障
害
を
負
っ
た
場
合
に

は
、
障
害
基
礎
年
金
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。（
一
部
免
除
の
場
合
に
は

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

○
平
成
10
年
度
製
造
・
販
売
（
２
機
種
）

▽
Ｋ
Ｓ

−

５
０
０
Ｈ
、
Ｋ
Ｓ

−

３
０
０
Ｗ

■納税と納期限■

お支払いは便利な口座
振替をご利用ください。

11月の「直接相談タイム」

　群馬県保険医協会では、健康テ
レホンサービスを行っています。
　☎０２７-２３４-４９７０にかけ
ると、約３分の健康講話（テープ
音声）が聞けます。

11　月
■月曜 歯

し

科
か

の生
せい

活
かつ

習
しゅう

慣
かん

病
びょう

■火曜 インプラントのメリット、
デメリット

■水曜 口
こう

臭
しゅう

の悩
なや

み

■木曜 電
でん

動
どう

歯
は

ブラシ

■金曜 歯
は

のホワイトスポット

■土日 こどもにむし歯
ば

が
うつるって本

ほん

当
とう

？

○6日（木）　内科・外科
○12日（水）　歯科

○受付時間帯
　午後７時30分～９時まで
◎ この時間帯に電話すると、直

接医師が電話にでます。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

渋
川
年
金
事
務
所　

国
民
年
金
課

　

☎
０
２
７
９（
２
２
）１
６
０
７

　

町
民
福
祉
課窓

口
・
医
療
グ
ル
ー
プ　

　

☎（
２
５
）５
０
１
０

20
歳
に
な
っ
た
ら
必
ず
国
民
年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
！

残
り
の
保
険
料
を
納
め
な
い
と
未
納
と

同
じ
扱
い
に
な
り
、
障
害
基
礎
年
金
が

受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

な
お
、
猶
予
を
受
け
た
期
間
は
年
金
を

受
け
る
た
め
の
資
格
期
間
に
算
入
さ
れ

ま
す
が
、
老
齢
基
礎
年
金
額
に
は
反
映

し
ま
せ
ん
。
満
額
の
老
齢
基
礎
年
金
を

受
け
る
た
め
に
は
、
10
年
以
内
に
保
険

料
を
納
め
る
こ
と（
追
納
）が
必
要
で
す
。

　

学
生
納
付
特
例
制
度
な
ど
を
申
請
さ

れ
る
人
は
町
民
福
祉
課
で
手
続
を
し
て

く
だ
さ
い
。手
続
に
は
学
生
証（
コ
ピ
ー

可
）
ま
た
は
在
学
証
明
書
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

■納期限：12月１日㈪
国民健康保険税　　第８期

■納期限：12月25日㈭
固定資産税　　　　第４期
国民健康保険税　　第９期

11月の納税

12月の納税

◎国民年金
　10月分の納期限は、
　12月１日㈪です。

◎後期高齢者保険料
　第５期の納期限は、
　12月１日㈪です。

◎介護保険料
　第５期の納期限は、
　12月25日㈭です。
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暮らしの情報

察
が
支
出
す
る
な
ど
、
被
害
者
等
の
経
済

的
な
負
担
を
軽
減
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

■
精
神
的
負
担
の
軽
減

　

安
心
し
て
被
害
の
届
出
や
相
談
等
が
で

き
る
よ
う
犯
罪
被
害
者
相
談
電
話
を
設
置

す
る
ほ
か
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
体
制
を
整

備
し
て
い
ま
す
。

■
安
全
の
確
保

　

同
一
犯
か
ら
、
再
度
危
害
を
受
け
な
い

よ
う
に
防
犯
指
導
や
立
ち
寄
り
警
戒
を
行

う
ほ
か
、
様
々
な
機
材
等
を
活
用
し
て
安

全
対
策
を
講
じ
ま
す
。

■
犯
罪
被
害
者
等
給
付
金
制
度

　

故
意
の
犯
罪
行
為
に
よ
り
、
死
亡
、
負

傷
ま
た
は
疾
病
が
生
じ
た
場
合
に
、
ご
遺

族
や
被
害
者
本
人
に
対
し
て
、
国
が
一
時

金
を
支
給
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。（
審

査
に
よ
り
減
額
ま
た
は
不
支
給
に
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。）

※
詳
し
く
は
群
馬
県
警
察
の
ポ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

沼
田
警
察
署　

警
務
課

　

☎
（
２
２
）
０
１
１
０

歳
未
満
の
成
績
優
秀
か
つ
生
徒
会
活
動
等

に
顕
著
な
実
績
を
納
め
学
校
長
が
推
薦
で

き
る
人
。

▽
受
付
／
11
月
１
日
～
12
月
５
日

▽
試
験
日
／
平
成
27
年
１
月
10
～
12
日
の

い
ず
れ
か
１
日
。

▽
会
場
／
高
等
工
科
学
校
（
横
須
賀
市
）

▽
合
格
発
表
／
平
成
27
年
１
月
23
日

●
一　

般

▽
資
格
／
男
子
で
中
卒
（
見
込
み
含
）
17

歳
未
満
の
人
。

▽
受
付
／
11
月
１
日
～
平
成
27
年
１
月
９

日▽
試
験
日
／
（
一
次
）
平
成
27
年
１
月
24

日
、（
二
次
）
２
月
５
～
８
日

▽
会
場
／
（
一
次
）
勢
多
会
館
（
前
橋
市
）、

（
二
次
）
新
町
駐
屯
地
（
高
崎
市
）

▽
合
格
発
表
／
（
一
次
）
平
成
27
年
１
月

30
日
、（
最
終
）
２
月
20
日

※
資
格
欄
の
年
齢
の
起
算
日
は
、
募
集
種

目
に
よ
り
異
な
っ
て
い
ま
す
。
高
卒
は
、

中
等
教
育
学
校
卒
業
も
含
み
ま
す
。
詳
し

く
は
沼
田
地
域
事
務
所
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

自
衛
隊
群
馬
地
方
協
力
本
部

　

沼
田
地
域
事
務
所

　

☎
（
２
３
）
４
１
１
１

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

h
ttp
://w
w
w
.m
o
d
.g
o.jp
/

p
co
/g
u
n
m
a/

○
平
成
10
年
度
製
造
・
販
売
（
２
機
種
）

▽
Ｋ
Ｓ

−

５
０
０
Ｈ
、
Ｋ
Ｓ

−

３
０
０
Ｗ

お
知
ら
せ

Ｔ
Ｄ
Ｋ
加
湿
器
回
収
に
関
す
る

協
力
の
お
願
い

平
成
26
年
度

住
宅
新
築
・
改
修
等
の
補
助
金

申
請
受
付
の
終
了
に
つ
い
て

警
察
が
行
う

犯
罪
被
害
者
支
援
に
つ
い
て

平
成
26
年
度
自
衛
官
募
集

　

ま
ち
づ
く
り
交
流
課
で
実
施
し
て
い
る

住
宅
新
築
・
改
修
工
事
な
ど
に
対
す
る
補

助
制
度
（
住
宅
新
築
改
修
等
補
助
金
）
に

つ
い
て
、
平
成
26
年
度
分
予
算
額
に
対
し

て
申
請
額
が
概
ね
達
す
る
た
め
、
今
年
度

の
補
助
申
請
は
12
月
26
日
（
金
）
の
受
付

分
を
も
っ
て
終
了
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

ま
ち
づ
く
り
交
流
課

　

商
工
振
興
グ
ル
ー
プ

　

☎
（
２
５
）
５
０
２
８

　

警
察
で
は
、
犯
罪
の
被
害
者
や
そ
の
家

族
が
一
日
で
も
早
く
元
の
生
活
に
戻
れ
る

よ
う
様
々
な
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
情
報
提
供

　

刑
事
手
続
の
概
要
や
捜
査
、
裁
判
の
過

程
で
利
用
で
き
る
制
度
、
各
種
機
関
の
相

談
窓
口
等
に
つ
い
て
情
報
を
提
供
し
ま
す
。

■
経
済
的
負
担
の
軽
減

　

特
定
の
犯
罪
に
よ
り
障
害
等
を
負
っ
た

場
合
に
は
、医
療
費
等
の
一
部
に
つ
い
て
警

　

Ｔ
Ｄ
Ｋ
株
式
会
社
が
販
売
し
た
ス
チ
ー

ム
式
加
湿
器
に
つ
き
ま
し
て
、
次
の
製
品

に
発
煙
・
発
火
に
い
た
る
恐
れ
が
あ
る
た

め
、
リ
コ
ー
ル
を
し
て
回
収
作
業
を
し
て

い
ま
す
。

　

対
象
商
品
に
心
当
た
り
が
あ
り
ま
し
た

ら
同
社
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
（
無
料
）
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
リ
コ
ー
ル
（
回
収
）
対
象
製
品
番
号

○
平
成
５
年
度
製
造
・
販
売
（
２
機
種
）

▽
Ｋ
Ｓ

−

31
Ｗ
、
Ｋ
Ｓ

−

32
Ｇ

募
　
集

■
募
集
種
目

●
推　

薦

▽
資
格
／
男
子
で
中
卒
（
見
込
み
含
）
17

■
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　

錆
０
１
２
０
（
６
０
４
）
７
７
７

　

※
午
前
９
時
～
午
後
７
時

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
詳
細
資
料
）

　

h
ttp

://w
w

w
.td

k.co
.jp

■
問
い
合
わ
せ
先　

　

Ｔ
Ｄ
Ｋ
株
式
会
社

※
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

▲リコールによる回収対象の商品番号
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Living Information

群
馬
県
母
子
寡
婦
福
祉
協
議
会

「
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド

ツ
ア
ー
」募
集

ａ
ｋ
ａ
ｙ
ａ
カ
フ
ェ
参
加
者
募
集

ぐ
ん
ぎ
ん
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト

大
賞
２
０
１
４
募
集

　

群
馬
銀
行
法
人
部

　

ぐ
ん
ぎ
ん
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
大
賞

事
務
局

　

〒
３
７
１

−
８
６
１
１

　

前
橋
市
元
総
社
町
１
９
４

　

☎
０
２
７
（
２
５
４
）
７
１
３
３

　

h
ttp
://w
w
w
.g
u
n
m
ab
an
k.co.jp

/
h
o
jin
/b
izsu
p
/

　

群
馬
銀
行
で
は
、地
域
経
済
の
活
性
化
、

地
域
貢
献
を
図
る
た
め
「
ぐ
ん
ぎ
ん
ビ
ジ

ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
大
賞
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
各
事
業
分
野
に
お
け
る
新
商
品
・
新

サ
ー
ビ
ス
の
開
発
、
新
た
な
市
場
の
開
拓

な
ど
の
事
業
プ
ラ
ン
を
募
集
し
ま
す
。

■
表
彰　

▽
最
優
秀
賞
（
１
プ
ラ
ン
）

３
０
０
万
円
▽
優
秀
賞（
複
数
）１
０
０
万

円
▽
奨
励
賞
（
複
数
）
20
万
円
▽
絹
産
業

振
興
賞
（
新
設
）

■
募
集
対
象　

▽
も
の
づ
く
り
／
新
た
な

■
期
日　

12
月
21
日
（
日
）

■
行
き
先　

東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド

■
対
象　

県
内
在
住
の
母（
父
）子
家
庭
の

母（
父
）と
子
（
高
校
生
以
下
）
及
び
寡
婦

■
参
加
費

○
大
人
（
非
会
員
）　
　

７
，
５
０
０
円

○
母
（
父
）
子
会
員
・
中
高
交
生
・
寡
婦

７
，
０
０
０
円

○
幼
児
・
小
学
生　
　
　

５
，
０
０
０
円

○
３
歳
以
下
の
乳
幼
児　

１
，
０
０
０
円

※
参
加
費
に
含
ま
れ
る
も
の
（
バ
ス
代
・

保
険
料
・
パ
ス
ポ
ー
ト
代
）

■
主
催　

一
般
財
団
法
人
群
馬
県
母
子
寡

　

赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、「
イ
ヌ
ワ
シ

が
舞
う
み
な
か
み
町
の
森
を
未
来
へ
」と

題
し
て
ａ
ｋ
ａ
ｙ
ａ
カ
フ
ェ
を
開
催
し
ま

す
。専
門
家
と
お
茶
を
片
手
に
楽
し
く
語

り
合
い
ま
し
ょ
う
。ぜ
ひ
お
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

■
期
日　

12
月
７
日
（
日
）

　
　
　
　

午
後
２
時
30
分
～
４
時
30
分

■
場
所　

ｏ
ｔ
ｏ
ｗ
ａ
ｙ
ａ　

ｃ
ａ
ｆ
ｅ

（
た
く
み
の
里
）

■
主
催　

赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

■
参
加
費　

無
料

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

ｏ
ｔ
ｏ
ｗ
ａ
ｙ
ａ　

ｃ
ａ
ｆ
ｅ

　

☎
（
６
４
）
０
３
２
２

募
　
集

群
馬
県
民
カ
レ
ッ
ジ
連
携
講
座

第
４
回
出
張
緑
化
講
座

技
術
、
製
法
に
よ
る
新
製
品
・
新
商
品
開

発
の
事
業
プ
ラ
ン
▽
農
林
業
・
６
次
産
業

化
／
農
林
業
の
６
次
産
業
化
を
目
指
す
革

新
的
な
事
業
プ
ラ
ン
等
▽
環
境
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
／
創
エ
ネ
、
蓄
エ
ネ
、
省
エ
ネ
を
促

進
す
る
革
新
的
な
事
業
プ
ラ
ン
等
▽
医

療
・
介
護
／
少
子
高
齢
化
等
に
対
応
し
た

新
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
事
業
プ
ラ
ン
等
▽

海
外
進
出
／
特
色
あ
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

を
用
い
た
海
外
市
場
開
拓
に
関
す
る
事
業

プ
ラ
ン
等
▽
地
域
活
性
化（
ま
ち
づ
く
り
）

／
中
心
市
街
地
活
性
化
等
に
つ
な
が
る
創

造
的
な
事
業
プ
ラ
ン
等
▽
絹
産
業
／
絹
産

業
に
関
す
る
新
商
品
・
新
サ
ー
ビ
ス
開
発

の
事
業
プ
ラ
ン
等
▽
そ
の
他
／
観
光
、
流

通
、
サ
ー
ビ
ス
等
そ
の
他
の
分
野
に
お
け

る
革
新
的
・
創
造
的
な
事
業
プ
ラ
ン
等

■
応
募
資
格

①
県
内
在
住
の
個
人
ま
た
は
県
内
に
本

社
、
営
業
所
を
置
く
中
小
企
業
・
団
体

②
群
馬
銀
行
と
取
引
の
あ
る
個
人
・
中
小

企
業
・
団
体

■
提
出
書
類　

①
応
募
申
込
書

②
参
考
資
料
（
必
要
な
場
合
の
み
）

■
応
募
方
法　
　

①
群
馬
銀
行
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
応
募
申

込
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

②
応
募
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、
原
則
郵
送
で
応
募
く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
限

　

11
月
30
日
（
日
）
当
日
消
印
有
効

※
詳
し
く
は
群
馬
銀
行
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

婦
福
祉
協
議
会

■
乗
車
場
所　

沼
田
運
動
公
園

※
利
根
沼
田
地
区
の
乗
車
場
所
は
沼
田
運

動
公
園
で
す
。
そ
の
他
の
乗
車
場
所
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
込
方
法　

往
復
は
が
き
に
住
所
・
電

話
番
号
・
参
加
者
全
員
の
氏
名
・
年
齢
（
学

年
）・
希
望
乗
車
場
所
・「
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー

ラ
ン
ド
」
と
記
入
の
う
え
、
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限　

11
月
28
日
（
金
）
必
着

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

一
般
財
団
法
人

群
馬
県
母
子
寡
婦
福
祉
協
議
会

　

☎
０
２
７
（
２
５
５
）
６
６
３
６

　

〒
３
７
８

−

０
８
４
３

　

前
橋
市
新
前
橋
町
13

−

12

県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
５
階

　

群
馬
県
緑
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
家
庭
緑

化
推
進
の
た
め
、
皆
さ
ん
に
庭
づ
く
り
の

参
考
に
し
て
い
た
だ
く
た
め
緑
化
講
座
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

■
日
時　

11
月
20
日
（
木
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

■
場
所　

前
橋
合
同
庁
舎

　

※
前
橋
市
細
井
町
２
１
４
２

−

１

■
第
４
回
テ
ー
マ

　
「
自
分
で
で
き
る
庭
木
の
整
枝
剪
定
」

■
講
師　

中
村
米
男
さ
ん

（
一
級
造
園
技
能
士
）

■
募
集
人
員　

先
着
60
人

『
お
詫
び
と
訂
正
』

　

先
月
10
月
号（
第
１
０
８
号
）20
ペ
ー

ジ
に
お
い
て
、「
ぐ
ん
ぎ
ん
ビ
ジ
ネ
ス

サ
ポ
ー
ト
大
賞
」
募
集
記
事
を
掲
載
し

ま
し
た
が
、
記
事
が
途
中
で
切
れ
て
し

ま
い
誤
っ
た
連
絡
先
を
掲
載
し
ま
し
た
。

訂
正
し
お
詫
び
申
し
上
げ
る
と
と
も
に

再
度
記
事
を
掲
載
し
ま
す
。
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相
　
談

■
お
す
す
め
の
新
着
図
書

◎
一
般
書　
「
動
け
る
子
」に
す
る
育
て
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

／
川
合
正

◎
児
童
書　

ハ
ッ
ピ
ー
、ラ
ッ
キ
ー

ヤ
ギ
ダ
ン
ス
／
長
谷
川
知
子

■
お
す
す
め
の
新
着
図
書

◎
一
般
書　

フ
ォ
ル
ト
ゥ
ナ
の
瞳
／
百
田
尚
樹

◎
児
童
書　

ど
ん
ぐ
り
む
ら
の
ほ
ん
や
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

／
な
か
や
み
わ

■
お
す
す
め
の
新
着
図
書

◎
一
般
書　

ア
ナ
と
雪
の
女
王　

／
小
西
樹
里

◎
児
童
書　

風
立
ち
ぬ　
　
　
　
　

／
宮
崎
駿

■
お
す
す
め
の
新
着
図
書

◎
一
般
書　

緋
の
天
空　
　
　
　
　

／
葉
室
麟

◎
児
童
書　

ひ
み
つ
の
か
ん
か
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

／
花
山
か
ず
み

新治公民館図書室
☎（64）0111

日 月 火 水 木 金 土

26 27 28 29 30 31 １

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

９ 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22
23　
　30 24 25 26 27 28 29
■開室日（●印）／
　時間：午前９時～午後５時
■おはなしの会（●印）／
　時間：午後２時～

中央公民館図書室
☎（62）2275

日 月 火 水 木 金 土

26 27 28 29 30 31 １

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

９ 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22
23　
　30 24 25 26 27 28 29
■開室日（●印）／
　時間：午前9時～午後5時
　※正午～午後１時の間は休室

カルチャーセンター児童図書室
☎（20）4040

日 月 火 水 木 金 土

26 27 28 29 30 31 １

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

９ 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22
23　
　30 24 25 26 27 28 29
■開室日（●印）／
　時間：午前９時～午後５時
■おはなしの会（●印）／
　時間：午後３時30分～

水上公民館図書室
☎（72）3707

日 月 火 水 木 金 土

26 27 28 29 30 31 １

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

９ 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22
23　
　30 24 25 26 27 28 29
■開室日（●印）／
　時間：午前９時～午後５時
　※正午～午後１時の間は休室

図
書
室
　
　
11
月
の
開
室
日

群
馬
土
地
家
屋
調
査
士
会

沼
田
支
部「
無
料
相
談
会
」

「
年
金
月
間
」に
係
る

納
付
・
免
除
相
談
会

　

群
馬
土
地
家
屋
調
査
士
会
沼
田
支
部
で

は
、
土
地
の
分
筆
や
測
量
な
ど
に
関
す
る

こ
と
や
建
物
の
新
増
築
な
ど
に
伴
う
登
記

に
関
す
る
無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

11
月
14
日
（
金
）

　
　
　
　

午
後
１
時
～
４
時

■
場
所　

中
央
公
民
館　

３
階
研
修
室

■
費
用　

無
料

※
事
前
予
約
等
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

群
馬
土
地
家
屋
調
査
士
会

　

沼
田
支
部
長　

阿
部
明
彦

　

☎
（
６
２
）
２
１
３
８

　

本
年
金
機
構
で
は
、
11
月
を
「
ね
ん
き

ん
月
間
」
と
定
め
、
納
付
・
免
除
に
つ
い

て
出
張
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。

　

保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
放
置
し
て
お
く

と
、
将
来
受
け
取
る
年
金
額
が
減
額
さ
れ

た
り
、
受
け
取
れ
な
く
な
る
可
能
性
が
あ

る
ほ
か
、
万
が
一
の
時
の
障
害
基
礎
年
金

や
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
取
れ
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　

対
象
者
に
は
、
10
月
下
旬
に
案
内
文
書

が
送
付
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
こ
の

機
会
に
相
談
会
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
当
日
会
場
に
て
、
保
険
料
の
納

付
及
び
保
険
料
免
除
・
納
付
猶
予
申
請
も

で
き
ま
す
。

■
日
時　

11
月
21
日
（
金
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

■
場
所　

沼
田
市
役
所　

北
庁
舎

３
階
第
３
会
議
室

■
対
象　

国
民
年
金
被
保
険
者
の
う
ち
免

除
対
象
者
及
び
未
納
者

※
ご
持
参
い
た
だ
く
も
の　

年
金
事
務
所

か
ら
送
付
さ
れ
た
案
内
文
書
・
年
金
手
帳
・

印
鑑　

■
問
い
合
わ
せ
先

　

渋
川
年
金
事
務
所　

国
民
年
金
課

　

☎
０
２
７
９
（
２
２
）
１
６
０
７

■
受
講
料　

無
料

※
申
込
受
付
は
11
月
４
日
（
火
）
午
前
８

時
30
分
か
ら
開
始
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

群
馬
県
緑
化
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
７
６
（
８
８
）
７
１
８
８
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Living Information

地域包括支援センターだより

今月は「認知症予防」についてお話しします。
活発な生活で認知症を予防しましょう。

　突然、業者が自宅を訪問。「ただ今、無料点検サービス中です」などと言って家に上がり込み、点
検の結果「このままでは危険」などと不安をあおるような説明をして高額な商品やサービスを売りつけ
るのが「点検商法」です。
　リフォーム業者がやって来て、無料で住宅耐震点検をしてくれたが、「このままでは危険、
地震で家が倒れる」と不安をあおられ、補修工事を契約させられた。
　また、台風や地震などの災害で被害を受けた住宅や訪問。「当社と被災家屋の修理契
約をすれば、行政から補助金が出る」と言って勧誘し、壊れた屋根や壁の修理契約をさ
せます。実際、行政からの補助金などはなく高額な工事費を払わされるケースもあります。

『アドバイス』
　「無料」「サービス」という言葉に惑わされてはいけません。
　突然の訪問者には警戒し、身分証の提示を求めましょう。また、むやみ
に人を家の中に上げないようにしましょう。不安に思った時は消費生活セ
ンターや地域包括支援センターに相談しましょう。

■問い合わせ先　地域包括支援センター　☎（62）0540

　認知症とは、脳の知的機能が低下し日常生活に支障をきたす状態のことです。老化現象ではな
く脳の障害によって起こる「病気」です。85歳以上の約4人に1人が認知症といわれており、誰
もがかかるおそれのある病気です。認知症は、早期に医療機関で適切な治療をすれば、症状を軽
減したり、進行を遅らせることができます。また、日頃の生活を活発にすることで予防できます。
次の実践予防を参考にできることからやってみましょう。

◎実践、認知症予防！
1．人に頼らない生活を／お金の管理や身のまわりのことは自分でやるようにしましょう。
2．人づき合いを大切に／人との交流は脳が活発に働きます。会話を絶やさない毎日を。
3．短い昼寝（30分程度）と運動を／ウォーキングなどの有酸素運動は脳の血流をよくします。

元気に

介護予防
!!

かんたんQ&A
消費者被害

事例７　点検商法

み
や
ま
ち
ゃ
ん群馬県警察

4．魚を食べる生活を／ 青魚に含まれるDHAやEPAという成分
は、脳の血流をよくし動脈硬化を防ぐと
言われているので積極的に食べましょう。

5．野菜や果物をたっぷりと／ ビタミンC，E，ベータカロテン
などの抗酸化物は、アルツハイ
マー型の認知症予防に効果がある
といわれます。

6．趣味を持とう／ 常に新しいことに挑戦する気持ちが脳の機能
を高めます。

振り込め詐欺被害防止ホットライン
☎０２７－２２４－５４５４（24時間受付）
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暮らしの情報

■会場　子育て健康課　　■対象　全地区
■11月 ４日（火）・10日（月）・17日（月）・25日（火）
■12月 １日（月）・８日（月）・15日（月）・22日（月）
■時間　９時～11時30分　13時～16時
※ 交付には30分程度かかりますので、余裕をもってお

出かけください。
※ 町では不妊治療費の助成を行っています。詳細は子育

て健康課へお問い合わせください。

■会場　元ＪＡ利根沼田月夜野北事業所
■対象　就園前の乳幼児と保護者（全地区）
■日時　毎週月・火・水曜日　10時～15時
■主催　ＮＰＯ法人「北風塾」
　　　　11月18日●ニードルフェルト教室

参加費500円　要予約（6人まで）
○問い合わせ先　子育て広場「ぽかぽか」☎（25）3535

■会場　子育て支援センター（にいはるこども園内2階）
■対象　妊娠中～産後12か月くらいまでの母親
■期日　11月17日（月）・12月15日（月）
■時間　10時30分～約1時間
　　　　（受付は10時15分～10時30分まで）
■持ち物　運動のできる服装・汗ふきタオル１枚

■会場　町保健福祉センター
■対象　就園前の乳幼児と保護者（全地区）
■期日　11月14日（金）・21日（金）・28日（金）
　　　　12月12日（金）・19日（金）
■時間　10時～12時　　■主催　にこにこくらぶ
～遊びながらお友達と出会う楽しいひろばです～

　　　　11月28日●粘土遊び（参加無料）
　　　　12月12日●クリスマス会（参加費300円）
※麦茶が出るのでコップを持参してください。
※ 詳しいことは下田佳奈子さん（☎62‐1103）までお

問い合わせください。

■会場　町保健福祉センター
■対象　3か月児・8か月児・12か月児・妊婦及び産婦
■期日　11月13日（木）・12月11日（木）
■時間　９時30分～11時30分
■受付時間および内容
　＊３か月児　10:00～10:15 計測・問診・ふれあい遊び
　＊８か月児　 9:45～10:00 計測・問診・栄養相談
　＊12か月児  10:15～10:30 計測・問診・栄養相談
　＊妊・産婦　 9:30～11:30 母乳相談（予約制）

　子育て支援ボランティア等による、就学前児童とその
保護者を対象とした、親子のふれあいの場です。
【キラキラ】■会場　にいはるこども園体育館隣
　　　　　■日時　毎週火・金曜日　10時～14時
【わくわく】■会場　水上公民館２階和室
　　　　　■日時　毎週水曜日　10時～14時
○問い合わせ先　子育て支援センター　☎（64）1848

～対象者には事前に個別通知します～

■■■■■■■　乳児健診　■■■■■■■
■会場　町保健福祉センター
■対象　４か月児・10か月児
■期日　11月19日（水）・12月17日（水）
■受付　４か月児　  13時45分～14時
　　　　10か月児　12時45分～13時

■■■■■■■　幼児健診　■■■■■■■
■会場　町保健福祉センター
■受付　12時45分～13時30分

健　　　　診　　　　名 11月 12月

１歳６か月児健診 対象 1歳7・8か月児 18（火）

２歳児歯科健診 対象2歳1・2か月児 16（火）

2歳6か月児歯科健診 対象2歳7・8か月児 2（火）

３歳児健診 対象3歳1・2か月児 5（水）

■会場　子育て支援センター（にいはるこども園内２階）
■対象　就学前の子どもと保護者
■日時　月～金曜日　10時～16時
【11月・12月のじゃんぷの日（毎週木曜日）10時～12時】
■期日　●11月６日／読み聞かせ
　　　　　　　13日／お茶しませんか？
　　　　　　　20・21日／クリスマスのごちそう作り

　　　　　　　 　　　講師：町栄養士／（要申込）
　　　　　　　27日／大きくなったかな？
　　　　　　　 　　　保健師によるミニ講座

　　　　　　　 　　　「アレルギー（食物以外）」
　　　　●12月４日／読み聞かせ
　　　　　　　11日／お茶しませんか？
【特別メニュー】・リトミック　※11月はお休み
　　　　開催日：12月１日（月）クリスマスバージョン
　　　　会　場：月夜野わんぱくクラブ
　　　　時　間：10時30分～11時30分
○問い合わせ先　子育て支援センター　☎（64）1848

母子健康手帳交付
子育てひろば

子育てひろば

ママヨガ教室

乳児相談・母乳相談

子育てサークル

乳幼児健診

子育て支援センター 汽車ぽっぽ

みんなの保健
●問い合わせ先　子育て健康課 健康推進グループ ☎62-2527

健康づくりインフォメーション

◇ベビーマッサージ（1歳までの乳児対象）
■日時　11月14日（金）・12月19日（金） 10：30～11：30
■持ち物　バスタオル、フェイスタオル、防水シーツ
※費用は無料で、予約も必要ありません。

～子育て支援ボランティア～

ぽかぽか

～子育て支援ボランティア～

にこにこくらぶ
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みなかみ町の

みなかみ町に

世帯数
女
男
総人口

8,181世帯（−� 4）
10,750人　（−16）
10,055人　（＋12）
20,805人　（−� 4）

男の子 女の子 計
月夜野地区 ５人 ０人 ５人
水上地区 ２人 ２人 ４人
新治地区 １人 １人 ２人
計 ８人 ３人 11人

数字は住民基本台帳に基づくもので、国勢調査の
数値とは異なります。※（　）内は前月比

数字は住民基本台帳（10/15現在）に基づくものです。

人 口と 世 帯 10月1日
現　在

おともだちがふえたよ！

歳時記み
か
な
み

町の主な
行事予定

●今月の表紙●

9月の出生者

東京藝術大学卒業生修了生寄贈作品

東京藝術大学卒業生・修了生から
みなかみ町に寄贈された作品を紹介しています。

◎平成26年4月末現在　106名から168作品を収蔵
　広報にて紹介した作品数　100／168

規格・素材／H1,940㎜×W1,620㎜
　　 　　　キャンバスに油彩

◎みなかみ町芸術のまちづくり実行委員会
　http://tgd-minakami.org/
作品の一部を「みなかみコレクション展」として、役場水上支所２階及び商工会水上支所２階に展示中です。

■開場日　月～金曜日（祝祭日は除く）　■開場時間　午前９時～午後４時30分

総合学習「稲刈り体験」
～古馬牧小・月夜野北小・藤原小～

2㈰～3㈪　■みなかみ町文化祭
 　　　■舞台発表会●カルチャーセンター（2～3日 午前11時～）
 　　　■月夜野会場●カルチャーセンター・北部体育館
 　　　■水上会場●水上公民館・水上社会体育館
 　　　■新治会場●B&G海洋センター
7㈮ ■県赤十字血液センター献血●本庁舎　午前9時30分～午後4時
16㈰ ■みなかみ町駅伝大会●人工芝ホッケー場周辺
23㈰ ■下新田但馬院地蔵祭り●下新田但馬院　午前10時30分～

中旬 ■12月議会定例会●本庁舎議場
22㈪ ■みなかみ町キャンドルナイトin冬至●旧猿ヶ京小学校
24㈬ ■町内小・中学校、幼稚園終業式
26㈮ ■官庁仕事納め
28㈰ ■消防団歳末特別警戒（30日まで）
31㈬ ■猿ヶ京温泉神明神社夜神楽●猿ヶ京神明神社　午前0時～

11月

12月

『�新しいスープ』作者／吉増麻里子

みなかみ町
埼玉県さいたま市 （平成16年12月20日締結）
茨城県取手市 （平成21年８月８日締結）
東京都中野区 （平成24年９月13日締結）
台湾台南市 （平成25年12月13日締結）

核兵器廃絶平和の町宣言 （平成18年９月６日決議）
みなかみ・水・「環境力」宣言 （平成20年９月19日決議）
スポーツ・健康まちづくり宣言（平成23年12月７日決議）

宣　　言

友好都市

「切り干し大根とほうれん草の
ごま和え」

役場栄養士おすすめ減塩レシピ

① 切り干し大根は水に戻し、水気を切って3㎝の
長さに切る。

② ほうれん草は茹で、水にとってから3㎝の長さ
に切り、水気をしぼる。

③ Aを混ぜる。
④①、②を③で和える。

●ワンポイントアドバイス
　ごまの風味で塩分が少なくてもおいしく食べられます。

材料（2人分）　1人分のエネルギー58kcal、塩分0.6g
切り干し大根 �� 12g ほうれん草 �� 120g

●　
作
り
方　
●

　�砂糖������������小さじ1（3g）
Ａ�しょうゆ ���������大さじ1/2（9g）
　�すりごま ������ 大さじ1・1/3（6.7g）

▶
月
夜
野
北
小
の
稲
刈
り

▶
古
馬
牧
小
の
稲
刈
り

▶
藤
原
小
の
稲
刈
り 町職員人事異動（10月1日付）町職員の人事異動がありました

のでお知らせします。　　　　

　■利根沼田学校組合派遣／総務課付
　　次長　山岸正幸（総合政策課次長兼GL）　※オレンジ色字は異動前の所属




